立法政策論（2006年度春学期）
担当：柳瀬　昇
第6回　わが国の法制度の諸相
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立法政策論　第6回課題

1. 小売市場距離制限事件最高裁判決（最大判昭和47年11月22日刑集26巻9号586頁）において、最高裁判所は、小売市場開設に関する距離制限に対して、どのように判断したか、簡潔にまとめよ。
2. 薬局距離制限事件最高裁判決（最大判昭和50年4月30日民集29巻4号572頁）、公衆浴場距離制限事件最高裁判決①（最大判昭和30年1月26日刑集9巻1号89頁）、公衆浴場距離制限事件最高裁判決②（最判平成元年1月20日刑集43巻1号1頁）及び公衆浴場距離制限事件最高裁判決③（最判平成元年3月7日判時1308号111頁）を読んだうえで、それぞれ、（1）距離制限規定の立法事実は何であり、（2）その規制がいかなる種類の規制であり、（3）その規制が憲法に適合的であるかいなかについて、最高裁判所はどのような判断を示したか、簡潔にまとめよ。
1～2を合わせて、A4で、1～2枚程度でまとめ、次週の授業時間（授業時間終了後ではなく、授業時間開始の冒頭）に提出する。
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